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は
じ
め
に 

参
院
選
（
７
月
10
日
投
票
）
が
間
近
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
立

憲
野
党
に
と
っ
て
今
回
の
命
題
は
、
３
分
の
１
以
上
の
議
席
を
確

保
し
、
改
憲
阻
止
の
勢
力
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
合
の
野
党
共
闘
へ
の
介
入
、
国
民
民
主

党
の
与
党
化
、
維
新
の
復
活
な
ど
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
な
ど
が
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、

東
京
で
ど
う
闘
う
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

１
、
東
京
の
選
挙
情
勢 

⑴
昨
年
、
２
０
２
１
年
の
衆
院
選
で
は
東
京
の
「
市
民
と
野
党
」

共
闘
は
健
闘
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
17
年
と
21
年
の
議
席
数
を
比

較
す
る
と
解
り
ま
す
。
小
選
挙
区
（
25
選
挙
区
）
で
は
自
民
党

は
19→

16
議
席
へ
と
減
ら
し
、
立
憲
野
党
（
立
憲
民
主
候
補
）

は
４→

８
議
席
、
公
明
１→

１
議
席
と
な
り
ま
し
た
。（
17
年
は

希
望
の
党
が
１
議
席
有
り
）。 

東
京
比
例
ブ
ロ
ッ
ク
（
定
数
17
議
席
）
で
は
全
国
と
同
じ
停 

     

滞
状
況
で
17
年
と
比
較
す
る
と
自
民
６
、
立
憲
民
主
４
、
公
明

２
、
共
産
２
は
変
わ
ら
ず
、
17
年
の
希
望
の
党
３
議
席
が
、
維

新
２
、
れ
い
わ
１
議
席
に
な
り
、
維
新
の
躍
進
を
支
え
た
形
に
な

り
ま
し
た
。 

⑵
次
に
、
参
院
選
の
16
年
、
19
年
の
結
果
を
見
て
み
ま
す
。
２

０
１
６
年
参
院
選
東
京
選
挙
区
（
定
数
６
）
に
当
選
し
た
候
補
者

は
今
度
22
年
に
改
選
を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、
16
年
の
結
果
は

自
民
２
、
立
憲
民
主
２
、
公
明
１
、
共
産
１
議
席
で
得
票
は
最
低

ラ
イ
ン
で
も
50
万
票
で
し
た
。
れ
い
わ
や
社
民
は
候
補
者
を
出

し
ま
し
た
が
落
選
し
て
い
ま
す
。 

19
年
の
結
果
、（
定
数
６
）
は
、
自
民
２
、
立
憲
民
主
１
、
公

明
１
、
共
産
１
、
維
新
１
で
、
立
民
の
候
補
者
が
次
点
で
敗
れ
、

維
新
が
当
選
し
ま
し
た
。 

⑶
さ
て
、
今
年
22
年
夏
の
参
院
選
の
候
補
者
の
状
況
で
す
。
候

補
者
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
が
多
数
出
す
こ
と
も
有
り
予
想
で
は
定
数
６
議

席
を
20
人
前
後
で
争
う
選
挙
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
民
・
立
憲
は
２
議
席
を
狙
い
、
公
明
・
共
産
は
１
議
席
維
持
を
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狙
い
、
さ
ら
に
、
維
新
、
国
民
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、
れ
い
わ
、

社
民
の
候
補
者
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

⑷
首
都
東
京
で
、
そ
れ
も
定
数
６
議
席
で
、
「
候
補
者
を
擁
立
で

き
な
い
政
党
は
政
党
で
は
な
い
（
趣
旨
）
」
と
れ
い
わ
新
選
組
の

山
本
太
郎
氏
は
発
言
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
政
党
と
し

て
の
存
在
意
義
、
さ
ら
に
有
権
者
１
１
５
０
万
人
の
東
京
で
候
補

者
を
擁
立
で
き
な
け
れ
ば
比
例
区
票
の
押
し
上
げ
が
困
難
に
な
る

と
い
う
政
党
の
選
挙
戦
略
も
あ
り
ま
す
。 

 

２
、
護
憲
の
第
３
極
の
維
持
・
前
進
を
目
指
し
て 

候
補
者
の
擁
立
に
尽
力 

⑴
さ
て
、
そ
う
し
た
位
置
を
持
つ
参
院
東
京
選
挙
区
に
新
社
会
党

東
京
都
本
部
は
社
民
党
の
服
部
良
一
予
定
候
補
を
推
薦
す
る
予
定

で
す
。
東
京
で
は
新
社
・
社
民
・
緑
・
共
同
テ
ー
ブ
ル
の
佐
高
信

さ
ん
な
ど
が
衆
院
選
後
か
ら
無
所
属
共
同
候
補
擁
立
の
た
め
に

10
回
以
上
の
意
見
交
換
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
説
得
し
た
対
象

者
は
10
人
弱
に
及
び
ま
し
た
が
擁
立
が
で
き
ず
、
３
党
の
党
内

か
ら
の
擁
立
に
転
換
し
ま
し
た
。 

⑵
今
次
参
院
選
は
憲
法
を
左
右
す
る
重
大
な
政
治
決
戦
で
あ
り
、

東
京
で
擁
立
で
き
な
け
れ
ば
比
例
選
挙
に
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
新
社
会
党
に
と
っ
て
は
お
か
ざ
き
彩
子
に
負 

の
影
響
を
、
緑
は
福
島
み
ず
ほ
を
推
薦
し
当
選
を
期
し
て
い
ま
す
。

社
民
党
比
例
選
挙
を
支
え
る
こ
と
は
自
ら
の
問
題
だ
か
ら
で
も
あ

る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
３
党
の
党
内
で
も
難
航
し
、
最
後
は
社

民
党
内
か
ら
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

⑶
東
京
都
本
部
執
行
部
は
、
現
状
に
危
惧
を
い
だ
き
、
首
都
東
京

現在の参議院の各党勢力図 
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で
明
快
に
９
条
に
た
っ
て
平
和
を
訴
え
る
候
補
を
期
待
す
る
各
界

の
声
に
応
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
れ
ば
、
こ
の
間
の
努
力
の
延
長
上

の
候
補
と
の
判
断
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 ３

、
獲
得
目
標
を
明
確
に
す
る
。
次
世
代
に
引
き
継
ぐ 

⑴
さ
て
、
選
挙
は
候
補
者
の
勝
利
と
共
に
、
獲
得
目
標
を
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
①
は
、
23
年
統
一
自
治
体
選
挙

等
に
向
け
新
人
候
補
者
の
発
掘
で
あ
り
、
現
職
は
知
名
度
や
影
響

力
の
拡
大
（
支
持
者
名
簿
の
拡
大
）
で
す
。
②
は
、
組
織
の
活
性

化
と
拡
大
、
機
関
紙
の
拡
大
。
党
の
知
名
度
・
政
策
・
影
響
力
の

拡
大
（
有
権
者
・
労
組
・
学
識
経
験
者
へ
）
で
す
。
③
特
に
、
お

か
ざ
き
彩
子
さ
ん
の
選
挙
で
は
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
を
中
心
に
若
者
・
女

性
へ
の
浸
透
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

⑵
ど
ん
な
組
織
で
も
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
若
者
と
女
性

の
重
視
・
活
躍
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
東
京
都
本
部
で
は
今
年
の
４

月
の
第
27
回
定
期
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
１
つ
に
「
新
社
会
党
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
組
織
・
機
関
紙
拡
大
を
や
り
抜
こ

う
」
を
確
認
す
る
と
共
に
、
40
歳
前
後
の
委
員
長
・
書
記
長
体

制
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

元
々
両
名
と
も
副
委
員
長
で
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
議
員
な

の
で
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
配
慮
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
た
体

制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
契
機
に
な
っ
た
要
因
は
何
と
い
っ
て

も
、
お
か
ざ
き
彩
子
さ
ん
の
参
院
選
予
定
候
補
者
と
し
て
の
決
意

と
行
動
を
新
委
員
長
と
書
記
長
等
が
真
剣
に
受
け
止
め
た
か
ら
で

す
。 

⑶
若
者
・
女
性
の
行
動
力
は
注
目
に
値
さ
れ
る
も
の
が
で
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
去
る
５
月
８
日
の
東
京
北
区
の
街
宣
、
５
月

12
・
13
・
14
日
の
東
京
の
駅
頭
、
４
回
の
彩
子
さ
ん
の
集
会

に
現
れ
ま
し
た
。
参
加
者
数
に
お
い
て
も
、
弁
士
に
お
い
て
も
、

青
年
・
女
性
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
前
面
に
出
て
活
躍
し
、
か
つ
、

４
回
の
集
会
に
も
集
中
力
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。 

⑷
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
は
「
超
就
職
氷
河
期
世
代
」
「
格
差
社
会
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
解
消
を
求
め
る
声
が

大
き
く
な
る
中
で
、
そ
の
該
当
者
で
あ
る
若
い
女
性
・
お
か
ざ
き

彩
子
さ
ん
の
決
意
が
、
東
京
の
党
を
変
革
し
つ
つ
あ
る
青
年
と
女

性
の
力
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
ま
す
。 

 

４
、
参
院
選
の
情
勢 

⑴
野
党
共
闘
の
成
果
を
見
る
。 

 
野
党
共
闘
以
前
の
13
年
参
院
選
で
は
１
人
区
31
の
内
２
選
挙

区
で
し
か
野
党
候
補
が
勝
利
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
１
６
年

参
院
選
で
は
、
32
の
１
人
区
全
て
で
野
党
共
闘
候
補
の
一
本
化

に
成
功
し
、
内
11
選
挙
区
で
野
党
統
一
候
補
が
勝
利
を
収
め
ま

し
た
。
19
年
の
参
院
選
で
も
32
の
１
人
区
の
内
10
選
挙
区
で
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統
一
候
補
が
勝
ち
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
明
ら
か
で
す
。 

⑵
昨
年
21
年
の
衆
議
院
選
は
、
岸
田
新
総
理
に
よ
る
「
ボ
ロ
隠

し
・
ご
祝
儀
相
場
中
の
今
の
う
ち
解
散
」
に
「
市
民
と
野
党
」
共

闘
は
前
進
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
共
闘
は
現
職
の

自
民
党
幹
事
長
や
閣
僚
を
敗
北
さ
せ
、
石
原
伸
晃
氏
を
比
例
復
活

さ
え
さ
せ
ず
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
成
果
も
東
京
・
神
奈
川
な
ど
で

は
得
ら
れ
ま
し
た
。
い
ま
、
日
本
共
産
党
を
含
む
野
党
共
闘
へ
の

攻
撃
が
各
方
面
か
ら
強
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
野
党
共
闘
の
真
価
は

こ
れ
か
ら
も
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
私
た
ち
は
市
民
と
野
党
の

共
闘
を
深
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 ５

、
全
国
で
戦
い
の
準
備
は
で
き
て
い
る
か
？ 

私
は
様
々
な
場
で
下
記
の
事
項
を
提
起
し
て
い
ま
す
。 

①
自
民
党
へ
の
信
頼
は
大
き
く
な
く
、
小
さ
い
こ
と
で
す
。
自
民

党
の
絶
対
得
票
率
は
18
％
弱
で
す
。
だ
か
ら
、
倒
せ
な
い
こ
と

は
な
い
の
で
す
。 

②
野
党
と
市
民
の
共
闘
を
「
名
実
共
に
」
成
功
さ
せ
、
１
人
区
で 

は
「
候
補
者
の
一
本
化
」
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
前
提
と
し

て
、
各
立
憲
野
党
が
地
力
を
高
め
な
が
ら
、
選
挙
に
お
い
て
も
、

日
常
活
動
に
お
い
て
も
「
共
闘
の
実
績
と
信
頼
関
係
」
を
つ
く
り
、

第
２
自
民
党
的
な
「
介
入
」
（
今
回
は
維
新
等
）
を
許
さ
な
い
体 

制
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。 

③
野
党
が
共
闘
し
「
勝
て
る
」
と
い
う
「
選
択
枝
」
を
提
供
す
れ

ば
、
無
党
派
層
（
リ
ベ
ラ
ル
層
が
多
い
）
が
投
票
に
向
か
い
、
投

票
率
が
上
が
り
、
無
党
派
層
の
支
持
を
得
ま
す
。
自
民
党
の
必
勝

戦
略
は
低
投
票
率
と
野
党
の
分
断
な
の
で
す
。 

④
客
観
的
に
あ
る
全
国
的
な
争
点
、
地
域
的
な
争
点
を
、
自
ら
の 

力
で
一
層
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
客
観
的
に
あ
る
対

立
点
を
主
体
的
な
努
力
で
有
権
者
に
対
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
、

と
思
い
ま
す
。 

 

６
、
結
語 

 

「
組
織
は
、
闘
わ
な
け
れ
ば
強
く
な
ら
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

主
体
的
に
闘
わ
な
け
れ
ば
、
勝
利
の
（
敗
北
の
）
原
因
も
自
分
の

も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
汗
を
流
し
て
懸
命
に
闘
う
姿
が
勤

労
国
民
の
共
感
を
得
ま
す
。
全
国
各
地
で
立
憲
野
党
の
勝
利
に
向

け
て
、
お
か
ざ
き
彩
子
さ
ん
の
勝
利
に
向
け
て
、
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
い
ま
の
憲
法
危
機
、
生
存
の
危
機
の
情
勢
の
中
で
精
一
杯
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
総
括
し
前
進
し
ま
し
よ
う
。 

（
ふ
く
だ 

み
の
る
） 


